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Hyper Suprime-Cam (HSC)は、100個を超える CCDにより直径 1.5度の天域を 1ショットで撮像するため、
その視野とデータ生成速度はともに、現行の Suprime-Camの約 10倍に増大する。我々は、この質的、量的とも
に新しいHSCデータセットを効率的に解析し最大限に活用するため、HSCデータを観測中に処理し検査するこ
とで観測計画へのフィードバックも行う「オンサイト解析系」と、丁寧な一次処理と等級・位置較正を施し、超
広視野によるモザイクマッピングを合成して天体カタログにまで整約するための「オフサイト・フル解析系」が
必要であると考え、これまで開発に取り組んできた (たとえば、2010年春季年会 V52b）。
現在我々は、HSCのためのオフサイト・フル解析系の解析フローのプロトタイプを開発しているが、この１回

目の組み上げ試験を 2010年 8月末に予定し、データチャレンジ１ (DC1）と位置付けている。DC1では、HSCに
よる簡易なディザリング観測を想定した、5ショットからなるシミュレーションデータを解析し合成することで、
天体の天球座標 (RA, Dec) と開口等級を含む基本的な天体カタログの生成を目指す。HSCデータの取り扱いにお
ける難しさの一つは、その比較的強い像面歪曲にある。DC1では、視野全体の世界座標を正しく決めるための位
置較正を行うことで、各積分ごとの像面歪曲を把握するための方法も試験する。本講演では、HSCのデータ解析
フローを議論し、DC１の取り組みの報告を行う。


